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本日の内容

1. 国語辞典を使うときのコツ

2. 国語辞典の引き比べ

3. 国語辞典ができるまで

4. いろいろな辞典

5. 便利なオンラインデータベース

終了後、ご希望の方は･･･

•館内ミニツアー

•データベースの詳しい使いかた
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1.国語辞典を使うときのコツ
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コツ① 困ったら「凡例」を見る

-記号や略号の意味がわかる

コツ② 言葉の並び順を知る
-「感触」と「感情」 「理由」と「龍」

先に載っているのはどっち？

コツ③ 追い込み項目をチェックする
-「図書館」はどこに載っている？
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はんれい



2.国語辞典の引き比べ

5



引き比べる辞典はこちら

•『広辞苑』

•『日本国語大辞典』 皆さんに引いていただきます。

•『新明解国語辞典』 その前に、各辞典の特徴を

•『三省堂国語辞典』 ご紹介します。

•『岩波国語辞典』
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『広辞苑』言葉の意味の歴史に詳しい辞典

•収録語数20万語以上の中型辞書

•新しい言葉を載せることに慎重

•言葉がどう使われてきたかという歴史を重視

•言葉の意味は古→新の並び順
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『日本国語大辞典』日本唯一の大型国語辞典

•日本で最大規模の辞典

•本編13巻＋別巻（索引巻）の全14巻

•収録語数は50万語以上

•様々な文献から100万以上の用例を採集

•語源や発音を詳しく解説
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辞典と事典の違い

•言葉の意味や使い方を説明

•国語辞典、英和辞典など

•事物の内容を説明

•百科事典、人名事典など

辞典
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守備範囲と説明の仕方が違う

事典



『新明解国語辞典』

•収録語数は約8万語

•説明文が長くてユニーク

•独創的な説明を重視

•新しい言葉を載せることに慎
重

『三省堂国語辞典』

•収録語数は約8万語

•説明文が短くてシンプル

•辞典に載せる言葉集めを重視

•新しい言葉を載せることに積
極的
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言葉が暗に含む意味まで
解説する辞典

言葉のイメージを簡潔に
伝える辞典



『岩波国語辞典』古くからある言葉に詳しい辞典

•収録語数は約7万語

•新しい言葉や俗用を載せることに慎重

•古くからある言葉に強い

•▽注記の補足説明が充実
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引き比べの楽しいところ

•言葉の意味の説明に、ただ1つの正解はない

→違う説明の仕方を知ることができる

•辞典にも個性がある

→編纂者や編集方針の違いが見えてくる
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引き比べてみましょう

「右」
13



引き比べてみましょう

「恋」
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3.国語辞典ができるまで

15



国語辞典ができるまで
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①基本方針
を決める

②具体的な編集
方法を決める

③収録する
言葉を選ぶ

④原稿を書く⑤校閲する
⑥印刷されて

完成



国語辞典ができてから

• 7～10年で改訂

•新たに言葉を加える

•載っている言葉を削る

•言葉の意味を付け足す

•例文を変える

•図版を増やす

17



『広辞苑』の変化
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愛車

スモッグ

省エネ

ダイエット

過労死

ICカード

携帯電話

インターネット

ニート

メタボリック症候群

2018年

第7版

スマホ
ブラック企業

1969年
第2版

1983年
第3版

1991年
第4版

1998年
第5版

2008年
第6版

「全然」の意味はどう変わった？



引き比べの楽しいところ

•言葉の変化を体感できる

→言葉から時代の変化が見えてくる

•ある言葉や言葉の意味がいつごろ定着したのかわかる

→言葉の履歴を辿ることができる
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4.いろいろな辞典
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国語辞典いろいろ

言語辞典

国語辞典

一般辞典

特殊辞典

古語辞典

新語辞典

類語辞典

方言辞典

外来語辞典

漢和辞典

対訳辞典
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さらに辞典いろいろ

•花のことば辞典 四季を愉しむ

•病院で聞くことば辞典

•ＩＣＴことば辞典

•ファッション大辞典

•俳句用語辞典
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最後に

•国語辞典を引き比べる

→言葉をより正確に、より深く理解できる

カウンターでお申し出いただければ、

書庫にある辞典もお持ちします。

お気軽にお声かけください。
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